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議   事   要   旨 

会 議 名 徳島県がん診療連携協議会  

日  時 令和6年3月11日(月) 18:00～19:30   

場  所 Web会議 

出席者 

森根会長(徳島大学病院)、柴田委員（徳島県立中央病院）、 

石倉委員(徳島赤十字病院）、橋本委員(徳島市民病院)、安藤委員(徳島県三好病院)、 

林委員(吉野川医療センター)、漆川委員(徳島県鳴門病院)、 

正宗委員(阿南医療センター)、森委員(徳島県医師会)、 

本田委員(とくしま未来健康づくり機構)、代理：浅田氏(徳島県保健福祉部)、 

滝沢委員(診療連携部、情報提供･相談支援部)、川人委員(緩和ケア部会長)、 

丹黒委員(乳がん部会)、高山委員(胃がん部会)、岡久委員(大腸がん部会)、 

代理:西村氏(子宮がん部会)、代理:森根氏(肝がん部会)、近藤委員(肺がん部会)、 

飛梅委員(徳島県歯科医師会)、勢井委員(患者会)、佐々木委員(徳島県薬剤師会)、 

位頭委員(徳島県介護支援専門協会) 

欠席者 

影治委員(徳島県立海部病院)、藤原委員(阿波病院)、佐藤委員(東部保健福祉部)、 

鈴記委員(徳島県看護協会)、鳴川委員(徳島県教育委員会)、 

井内委員(マスメディア関係) 

陪席者 

徳島大学：森岡教授(令和6年度より地域がん登録部会長) 

徳島大学病院:横田副看護部長、池田医事課医療専門係長、宮越技術補佐員 

徳島赤十字病院：高木氏 

徳島県保健福祉部：棚野氏 

森根徳島県がん診療連携協議会会長の司会のもと、下記のとおり徳島県がん診療連携協議会が開

催された。 

【報告事項】 

1.がん診療連携拠点病院の取組について(資料①) 

森根会長から、徳島大学病院での取り組みとして別紙報告資料①に基づき説明があった。がん治療

連携計画策定料、がん患者指導管理料の算定ならびに、がん手帳の配布を行っている。がん手帳は、

乳がん、肺がん等が多く配布している。緩和ケアに関しても緩和ケア診療加算の算定、苦痛のスクリ

ーニングシートも月 100件以上行っているとの報告があった。 

柴田委員から、徳島県立中央病院での取り組みについて別紙報告資料①に基づき説明があった。

がん治療連携計画策定料、がん患者指導管理料の算定を行っている。がん手帳の配布も肺がん、大

腸がんなどを主に多く行っている。連携保険医療機関も多く連携が取れている。緩和ケアチーム新

規依頼数も月に10～20件あり緩和ケア診療加算も算定している。苦痛のスクリーニングシートも初

期から拾い上げを行っているとの報告があった。 

石倉委員から、徳島赤十字病院での取り組みについて別紙報告資料①に基づき説明があった。が

ん手帳の配布が出来ていない。神経ブロックを行っており、紹介いただくよう周知を行っていると

の報告があった。 



橋本委員から、徳島市民病院について別紙報告資料①に基づき説明があった。これまで出来てい

なかったが今年度は乳がん、前立腺がんでがん治療連携計画策定料の算定が出来ている。がん手帳

の配布は昨年まで出来ていなかったが今年度は出来ている。ただ実際、配布は行っているものの、

正確な数が把握できておらず、今後は数が把握できるよう改善していく。緩和ケアチームでの活動

は11月から緩和ケア病棟再開したとの報告があった。 

安藤委員から、徳島県立三好病院について別紙報告資料①に基づき説明があった。がん治療連携

計画策定料の算定が出来ていない。がん患者指導管理料の算定は出来ている。がん手帳の配布も出

来ていない。緩和ケア診療加算は算定を行っており、今後も増やしていきたい。苦痛のスクリーニ

ングシートについても行っているとの報告があった。 

森根会長から、正宗委員が遅れて出席のため、阿南医療センター報告については別紙報告資料①

を参照いただきたいとの報告があった。 

2.徳島県生活習慣病管理指導協議会各部会について  

1)各部会報告 (資料②) 

高山委員から、胃がん部会は令和5年12月26日(水)にWeb開催された。胃がん部会では､内視鏡検 

診が始まっており、二次読影をクラウド化で行うことにしている。早期胃がんを早期に見つけられ

るように取り組んでいる。専門医療機関及び標準医療機関、第４期徳島県がん対策推進計画改定（

案）、８次保健医療計画改定（案）、徳島県胃がん検診実施要領の改定について議論されたとの報告

があった。 
  岡久委員から、大腸がん部会は令和 5 年 12 月 21 日に WEB 開催した。議案は(1)専門医療機関及び

標準医療機関、(2)第 4 期徳島県がん推進計画改定（案）、(3)第 8 次保健医療計画改定（案）、(4)徳
島県大腸がん検診実施要項等であった。専門医療機関及び標準医療機関について、昨年度と同医療機

関を継続認定とした。学校の教育現場で科学的根拠に基づいた正しい知識の普及や健康と命の大切

さについて学ぶ機会を作るために、出前講座のための外部講師リスト（医師、看護師、保健師など）

の作成を積極的に行っていくこととなった。大腸がんの治療の記録ノートは、より活用を進めるため

に取り組んでいくとの報告があった。 

島田委員が欠席のため代理で森根会長から、肝がん部会では令和6年1月22日にWeb開催した。令

和5年度「医療施設機能調査」の結果、「徳島健生病院」が標準医療機関から外れることとなり、他

の専門・標 準医療機関は指定継続。学校教育における知識普及の必要性、循環器や生活習慣アル

コールのリスクも含めた対策の強化が必要との意見があった。また、肝がんについては原因の 6 
割が肝炎ウイルスではあるが、最近は脂肪肝やアルコールを原因とする肝がんが増加しており、肝

炎・肝がんの最新治療、知識習得のために、研修会への参加を進めているとの報告があった。 
近藤委員から、肺がん部会は令和 6 年 1 月 17 日に Web で開催された。県内の専門医療機関は 6 

施設、標準医療機関は 9 施設が認定されており、治療実績が認められることと、専門医療機関との 
適切な 連携体制が整っていることから、引き続き標準医療機関として認定することとなった。県内 
の成人喫煙率が上昇していることを踏まえ、県民に対する正しい知識の普及、学校における防煙教 
育、受動喫煙防止対策を推進する。がんの早期発見、がん検診（2 次予防）について 本県のがん 
検診受診率は 40%前後で、上昇しているものの目標値 50%に届いていないことを踏まえ、目標を  
60％に設定し、市町村、保険者、企業と協力しながらがん検診の必要性について普及啓発を行って 
いくことや、働く世代が受診しやすい環境整備を行っていくことなど検討したとの報告があった。 
丹黒委員から､乳がん部会では令和 5年 12月 14日に Web開催された。専門医療機関は徳島大学病

院、徳島県立中央病院、徳島市民病院、田岡病院、徳島赤十字病院、徳島県立三好病院、標準医療機

関も同様に現状の通りであった。令和 4 年の悪性新生物による死亡率は人口 10 万人あたり 344.3 



と死亡率の増加が際立っていた。令和 2 年度がん発見率等の確定値について、徳島県の要精査率 
7.2% 精検受診率 92.1% がん発見率 0.52％（全国 0.34%）との報告があった。  
苛原委員が欠席のため西村代理から、子宮がん部会は令和 5年 7月 6日、令和 6年 1月 12日に Web 

会議で開催された。令和 4 年度市町村子宮頸がん検診実績は、徳島県全体で 12.2%（令和 3 年度 

12.2%）、子宮頸がん検診受診者数：19,845 名（令和 3 年度 20,268 名）、子宮頸がん要精検率： 2.5%
（令和 3 年度 2.8%）、精検受診率：71.1%（令和 3年度 77.7%）であった。専門医療機関：徳島大

学病院、徳島県立中央病院、徳島市民病院、徳島県鳴門病院、徳島赤十字病院、標準医療機関：徳島

県立三好病院、阿南医療センター、吉野川医療センター、つるぎ町立半田病院である。令和 4 年の徳

島県の子宮がんでの死亡率は 8.5 人（人口 10 万人対）で都道府県別で最も少なかった。子宮頸癌

予防の HPV ワクチンの接種率がまだまだ少なく、接種率を高めるための方策について議論された。

子宮頸がん検診が現在の細胞診から HPV 単独法に順次移行する方針が示された。これを受けて徳

島県でも数年かけて HPV 単独法に変更していく準備を進めていく事が議論されたとの報告があっ

た。 

2)地域がん登録部会報告について (資料なし) 

近藤副部会長から、「平成31年（2019年）徳島県のがん登録事業」報告書の公表について報告書

案のとおり公表が了承された。地域がん登録情報の利用提供について審議され、国立がん研究セン

ターへ提供することが了承された。がん教育については、フォーマットを作成すれば講師として行

っていただけるのではないかとの意見があったとの報告があった 

森根会長から、今年度は近藤副部会長に報告いただいた。令和6年度から、地域がん登録部会長

を徳島大学医学部公衆衛生学分野森岡久尚教授に就任いただくこととなったとの報告があった。 

森岡氏から、令和6年度より地域がん登録部会長を就任するとの挨拶があった。 

 勢井委員から、患者会では医療者にどのように貢献できるかとのことで、がんの早期発見のため、

がん教育として小中高への出前講座事業、大切な方へのメッセージカードを約 12年間継続して行っ

ている。がん登録では、がん発見時のステージはどの程度なのか教えていただきたい。また、胃

がん部会報告において、二次読影をクラウド化との内容であったが、毎年胃がん検診を行ってい

る方が検診で発見されず体調不良で検査した結果、胃がんが発見された症例がある。どのように

すれば見落としがなくなるのか、また AI導入などについて教えていただきたいとの要望があっ

た。 

 森根会長から、検診を行った際に発見された時点での進行度については統計がある。また、小

中高へのがん教育出前講座事業の感謝の言葉があった。 

近藤委員から、がん教育について徳島大学保健学科でも養護教育を行っている。その中で出前

がん教育を行っているが講師が足らない。フォーマットがあれば講師が増えるのではないかと

の意見ががん登録部会でも話し合われたとの報告があった。 

森根会長から、フォーマットがあればそれを基に、自身で肉付けし作成すれば講師も増えるの

ではないか、フォーマットを作成いただきたいとの要望があった。 

近藤委員から、フォーマットは文部科学省ＨＰに掲載されているとの報告があった。 

勢井委員から、フォーマットの内容だけではなく、専門分野の内容を講演していただけるとあ

りがたいとの要望があった。 

森根会長から、フォーマットそのままを使用せず、参考にできれば講師も増える。独自のフォ

ーマットを作成するなどアイデアを取り入れるなど工夫して行いたいとの意見があった。 

髙山委員から、AI 医療機器に関しては保険で承認されてきている。機器も更新され、感度も

よくなってきている。今後は増えてくる予定である。胃がんの二次読影については胃がん部会で



読影医が 2 名以上いない施設は徳島県総合健診センターで再度行うなど見逃しがないよう取り

決めを厳しく決めている。また、内視鏡検診についてもトレーニングを行い教育も行っていると

の報告があった。 

3.協議会各部会報告 

1)緩和ケア部会 (資料③) 

川人部会長から、別紙資料③に基づき下記のとおり緩和ケア部会の報告があった。 

①徳島県がん診療連携協議会緩和ケア部会会議を令和6年2月5日(月)にWebで開催した。 

②令和5年12月8日に国立がん研究センターで開催された「令和5年度第11回都道府県がん診療

連携拠点病院連絡協議会緩和ケア部会」について報告を行った。厚生労働省健康局がん・疾病対

策課より第4期がん対策推進基本計画概要について説明があった。全体目標は、「誰一人取り残さ

ないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。」である。がん医療の分野別目標とし

て、がんと診断された時からの緩和ケアの推進について療養生活の質の向上を目指す。がんとの共

生として、社会連携に基づく緩和ケア等のがん対策・患者支援④取り組むべき施策は、精神心理的

苦痛や社会的苦痛に対する適切な支援が全ての医療従事者により提供され、また、必要に応じて緩

和ケアチームとの速やかな連携が図られるよう、医療従事者への普及啓発策等を含め、必要な体制

の整備を推進するなどの内容であった。 

③各病院の現状報告について報告を行った。 

④2023年度開催された緩和ケア研修会の報告を行った。 

⑤エルネック研修会は今年、徳島県立中央病院が主催で会場は徳島県立三好病院で開催したと

の報告があった。 

⑥緩和ケアの神経ブロックのできる施設について、介護施設の緩和ケア対応についても議論さ

れた。詳細については資料参照。 

2)診療連携部会 (資料④) 

滝沢委員から、別紙資料④に基づき下記のとおり診療連携部会の報告があった。 

①徳島県がん診療連携協議会診療連携部会を令和6年2月13日～2月16日にメール会議で行った。 

②徳島県生活習慣病管理指導協議会の胃がん・大腸がん・肝がん・肺がん・乳がん・子宮がん部会 

より報告があった。 

③各がん診療連携拠点病院より地域連携クリティカルパス活用状況・手帳の運用状況についての報 

告があった。 

④「徳島県民がんフォーラム2023実施報告者」について、令和5年10月29日(日)に徳島大学病院で 

徳島県がん診療連携協議会診療連携部会、情報提供・相談支援部会、緩和ケア部会が主催、徳島大 

学病院がん診療連携センターと徳島新聞社が共催で開催を行った。 

⑤都道府県がん診療連携協議会内容として、希少がん・難治がんの対応を行える体制の整備、小児 

がんの長期フォローアップを行う体制の整備、AYA世代のがんの支援体制の整備、がん・生殖医療 

における生殖医療ネットワークと協働の実施、がんゲノム医療を行える体制の整備を、県内各がん 

診療連携拠点病院を対象に調査を行った。 

⑥治療の記録ノート手帳の作成について、今年度も、徳島県災害医療推進基金事業より予算をいた 

だき、肺がん手帳の更新と甲状腺がん手帳の増刷を行った。 

3)情報提供・相談支援部会 (資料⑤) 

続けて滝沢部会長から、別紙資料⑤に基づき下記のとおり情報提供・相談支援部会の報告が

あった。 

 ①徳島県がん診療連携協議会情報提供･相談支援部会会議を令和6年2月22日(木)にWebで開催した。 



②都道府県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会会議は 2023年 11月 24日に Webで開催され 

た。内容は、 PDCA実施状況チェックリストの今後の活用・検討等、がん相談支援センターをがん 

と診断された方が一度は必ず訪問してもらう流れの構築などの報告を行った。詳細については資料 

参照。 

③徳島県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会実務者会」について報告があった。 

④とくしまがん療養サポートブックの活用や周知について報告があった。 

⑤PDCAサイクルについては、新しいチェックリストが完成すれば利用をして、病院間での相互チェ 

ックを行う予定である。 

4)徳島県民がんフォーラム開催について (資料⑥) 

森根会長から、報告資料④に基づき「徳島県民がんフォーラム 2023 実施報告者」について報告

があった。  
①令和 5 年 10 月 29 日(日)に徳島大学大塚講堂にて、徳島県がん診療連携協議会診療連携部会、情

報提供・相談支援部会、緩和ケア部会が主催、徳島大学病院がん診療連携センターと徳島新聞社が

共催で集客開催を行った。なお、当日の模様を徳島県内のケーブルテレビで放映を行った。  
②テーマは「安心してください～徳島県のがんサポート～」であった。内容は「第 4 期がん対策基

本法と徳島県がん対策センターについて」をはじめ、とくしまがん療養サポートブック、サイコオ

ンコロジー、薬物療法と神経ブロック、栄養サポート、がん患者さんの意思決定支援などについて

講演を行った。  
③最後にパネルディスカッションを行い、患者さんから事前にいただいた質問に回答した。  
④参加者は 292 名、年齢は 60 代、70 代の方の参加が多く内容についてはとても良かったとの感想

が多かった。 森根会長から、来年度以降も引き続き徳島県民がんフォーラム公開講座を行いたい

との要望があった。 
4.「徳島県がん対策推進計画」の改定について(資料⑦)  

浅田氏から、報告資料④に基づき第４期徳島県がん対策推進計画改定について報告があった。 

①がん対策基本法、国がん対策推進基本計画及び徳島県がん対策推進条例に基づき、徳島県がん対

策推進計画を作成し、本県のがん対策を総合的かつ計画的に推進している。内容の見直し等行い、

第4期徳島県がん対策推進計画を作成する。計画期間は令和6年度から令和11年度の６年間である。 
②分野別施策及び個別目標【基本理念】誰一人取り残さない、全ての県民とがん対策を推進し、が

んの克服を目指すを基本理念に、3つの全体目標を定めた。1.科学的根拠に基づくがん予防・がん検

診の充実、2.患者本位で持続可能ながん医療の提供、3.がんとともに尊厳を持って安心して暮らせ

る社会の構築である。 
5. 【検討事項】 

1)「患者の記録ノート」普及について(検討資料①)  

浅田氏から、検討資料①に基づき「患者の記録ノート」について説明があった。 

①拠点病院と地域の医療機関間のスムーズな治療等の医療連携を図ることを目的に、平成24年から

災害時がん患者支援対策事業として徳島大学病院に委託し、作成配布を行ってきた。 
②各がん診療連携拠点病院で配布を行っているが、がん種や配布状況に差がある状況である。 
 
浅田氏から、令和６年度事業の評価として、がん診療連携拠点病院等における「治療の記録ノー

ト」の活用状況及び課題等抽出として、実際に配布いただいている医師や看護師の方などを対象に

アンケート等で調査を行いたく審議いただきたいとの要望があった。 
森根会長から、どのように活動状況の抽出を行うのかとの質問があった。 



浅田氏から、アンケート用紙を作成し、先生や看護師の方に回答していただき活用が進んでい

ないのかなど、調査を行いたいとの回答があった。 
審議の結果、了承された。 

2)都道府県がん診療連携協議会の内容(現況報告)について(検討資料②)  

森根会長から、検討資料②に基づき都道府県がん診療連携協議会の内容(現況報告)について

説明があった。 

 ①今年度の現況報告に都道府県がん診療連携協議会の内容が追加され、議論されたか確認事項

があるため、内容を確認しながら令和5年度についての回答の検討を行いたい。内容について

は資料参照。 

 ②検討資料②(2)①～⑪について議論を行い、⑩「感染症のまん延や災害等の状況においても必要

ながん医療を提供する体制を確保するため、当該都道府県や各がん医療圏におけるＢＣＰについて

議論を行った。」については施設ごとに行っているが、各がん医療圏におけるＢＣＰについては今

年度行っていない。 
 ③都道府県レベルで役割分担すべき項目、都道府県協議会での議論の有無ア～ケについて役割分担

が出来ていることを確認した。 

  

森根会長から、次年度現況報告には令和5年度報告として回答してよいか審議いただきたいと

の要望があった。 
審議の結果、了承された。 

3)AIの導入について(資料なし)  

森根会長から、報告事項2.2)において勢井委員よりAI導入について意見、今後のAI導入につ

いての要望をいただいた。医療従事者については育成方法や教育についてどのように行ってい

くのか検討を行いたい。また、森根会長が消化器外科の肝胆膵が専門であるが、肝胆膵につい

ては検診がないため、診断に関してAI導入はないが対策が必要であるとの意見があった。 

丹黒委員から、乳がんでは日本乳がん検診精度管理中央機構でマンモグラフィ、超音波の認

定を行い講習や教育を行っている。偽陰性があればフィードバックを行い、検証して精度を上

げているとの意見があった。 

近藤委員から、肺がんの胸部Ⅹ線に関してCT検診など、精度管理の見直しを行いたいとの意

見があった。 

滝沢部会長から、肺がんでは胸部Ⅹ線となっており、CT検診までは日本では言われていない

との意見があった。 

丹黒委員から、5大がんに関してがん検診のあり方に関する検討会があり、精度管理など検

討されている。肺がんは受診率50％を超えているが、今後は職域における検診の実態把握する

仕組みの構築が課題であげられている。職域検診における精度管理が徹底されてくるとの意見

があった。 

森根会長から、がん種により様々であるが、技能的な担保は出来ている。 AIの導入につい

ても各施設において進んでいる。今回の徳島県がん診療連携協議会だけで進めてはいけないた

め、今後も検討していきたいとの要望があった。 

勢井委員から、各病院間で情報共有をいただきながら、格差がないような体制にしていただ

きたいとの要望があった。 

森根会長から、会議に参加いただいたお礼の挨拶があり閉会となった。 

 



 

 

 


